表　ＤＲ成熟度評価表
	評価

項目
成熟
度レベル
	１．誤りがないと分かっている設計を使う（既存の設計を再利用する）ことで、DRが必要な設計の量を少なくする
	２．設計のインプットになっている情報に誤りがないことを、設計を行う前に確認しておく
	３．自動的に検出できる設計誤りはソフトウェア等を開発し、自動的に検出しておく

	１
	誤りがないと分かっている設計を使うという考えがない。あるいは使っているが、それと無関係にDRが行われている。
	設計のインプットになっている情報に誤りがないことを、DR中の活動に限らず、設計を行う前に確認しておくという考え方がなく、設計に誤りがないことは当該の設計が終わってからのDRでまとめて行っている。
	自動的に検出できる設計誤りをソフトウェア等を用いて自動的に検出しておくという考え方がなく、人が確認しにくい誤りの検出をDRの中で行っている。

	２
	誤りがないと分かっている設計を使っており、当該の設計部分についてはDRを省略するということがケースバイケースで行われており、部分的であるが成功例を得ている。
	設計のインプットになっている情報に誤りがないことを、DR中の活動に限らず、設計を行う前に確認することがケースバイケースで行われており、部分的であるが成功例を得ている。
	自動的に検出できる設計誤りをソフトウェア等を用いて自動的に検出することがケースバイケースで行われており、部分的であるが成功例を得ている。

	３
	どのような部分について誤りがないと分かっている設計を使うか、当該部分のDRをどう省略するかについての方針・目標・方法が明確である。しかし、誤りがないと分かっている設計を容易に使用できるようにするためのシステムの開発ができていないなどの理由によりこれが守られていないケースが見られる。ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が行われていない。
	設計のインプットになっている情報に誤りがないことを、DR中の活動に限らず、設計を行う前にどう確認するかについての方針・目標・方法が明確である。しかし、設計へのインプットに誤りがないかを確認する効果的な方法が開発できていないなどの理由によりこれが守られていないケースが見られる。ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が行われていない。
	どのような設計誤りをソフトウェア等で自動的に検出するのか、どのような部分を人が確認するのかについての方針・目標・方法が明確である。しかし、効果的なソフトウェアが開発できていないなどの理由によりこれが守られていないケースが見られる。ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が行われていない。

	４
	どのような部分について誤りがないと分かっている設計を使うか、当該部分のDRをどう省略するかについての方針・目標・方法が明確であり、その通り行われている。また、ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が始まっている。
	設計のインプットになっている情報に間違いがないことを、設計を行う前にどう確認するかについての方針・目標・方法が明確であり、その通り行われている。また、ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が始まっている。
	どのような設計誤りをソフトウェア等で自動的に検出するのか、どのような部分を人が確認するのかについての方針・目標・方法が明確であり、その通り行われている。また、ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が始まっている。

	５
	ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が組織的に行われており、その結果に基づいて、誤りがないと分かっている設計を使っている。さらに当該部分のDRを省略することに関する方針・目標・方法の改善および誤りがないと分かっている設計を、容易に使用できるようにするためのシステムの開発がはかられている。結果として、その組織にあった効果的・効率的なやり方が生み出されている。
	ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が組織的に行われている。そして、その結果に基づいて、設計のインプットになっている情報に誤りがないことを、DR中の活動に限らず、設計を行う前に確認することに関する方針・目標・方法の改善および設計へのインプットを確認するための効果的な方法の開発がはかられている。結果として、その組織にあった効果的・効率的なやり方が生み出されている。
	ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が組織的に行われている。そして、その結果に基づいて、設計誤りのソフトウェア等による自動的な検出に関する方針・目標・方法の改善および効果的なソフトウェアの開発がはかられている。結果として、その組織にあった効果的・効率的なやり方が生み出されている。


表・１　ＤＲ成熟度評価表（続き）
	  　評価

  　項目
成熟
度レベル
	４．メンバーに資料を事前に配付し検討してもらうなど、全員で行う必要のないことは会合の前または後に行う
	５．チェックリストなどを活用することで、必要なDRや指摘事項のフォローが抜けるのを防ぐ
	６．新規点・変更点など、設計誤りが多く発生すると予測される設計に対してDRを集中して行う

	１
	メンバーに資料を事前に配付し検討してもらうなど、全員で行う必要のないことは会合の前または後に行うという考え方がなく、DRの時間を無駄に使っている。
	チェックリストなどを活用することで、必要なDRや指摘事項のフォローが抜けるのを防ぐという考え方がなく、必要なＤＲや指摘事項のフォローが抜けることが多い。
	新規点・変更点など、設計誤りが多く発生すると予測される設計に対してDRを集中して行うという考え方がなく、どの設計に対しても同じ内容のDRを行っている。

	２
	全員で行う必要のないことは会合の前または後に行うことがケースバイケースで行われており、部分的であるが成功例を得ている。
	チェックリストなどを活用することで、必要なDRや指摘事項のフォローが抜けるのを防ぐことがケースバイケースで行われており、部分的であるが成功例を得ている。
	新規点・変更点など、設計誤りが多く発生すると予測される設計に対してDRを集中して行うことがケースバイケースで行われており、部分的であるが成功例を得ている。

	３
	どのようなことをDRの前そして後に行い、どのようなことをDRで行うのかについての方針・目標・方法が明確である。しかし、設計者が資料を事前に用意できないまたは、用意がDR開催の間際であるなどの理由により、これが守られていないケースが見られる。ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が行われていない。
	必要なDRや指摘事項のフォローが抜けるのを防ぐためにチェックリストをどのように活用するのかについての方針・目標・方法が明確である。しかし、効果的なチェックリストの開発ができていないなどの理由によりこれが守られていないケースが見られる。ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が行われていない。
	どのような部分に設計誤りが多く発生すると予測するのか、どの部分にDRを集中するのかについての方針・目標・方法が明確である。しかし、新規点・変更点を識別する効果的な方法が開発できていないなどの理由によりこれが守られていないケースが見られる。ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が行われていない。

	４
	どのようなことをDRの前そして後に行い、どのようなことをDRで行うのかについての方針・目標・方法が明確であり、その通り行われている。また、ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が始まっている。
	必要なDRや指摘事項のフォローが抜けるのを防ぐためにチェックリストをどのように活用するのかについての方針・目標・方法が明確であり、その通り行われている。また、ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が始まっている。
	どのような部分に設計誤りが多く発生すると予測するのか、どの部分にDRを集中するのかについての方針・目標・方法が明確であり、その通り行われている。また、ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が始まっている。

	５
	ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が組織的に行われている。そして、その結果に基づいて、DRの前後に行うこと、DRの中で行うことに関する方針・目標・方法の改善および効果的な事前検討資料の内容の検討がはかられている。結果として、その組織にあった効果的・効率的なやり方が生み出されている。
	ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が組織的に行われている。そして、その結果に基づいて、DRや指摘事項のフォローの抜けを防ぐためのチェックリストの活用に関する方針・目標・方法の改善および効果的なチェックリストの開発がはかられている。結果として、その組織にあった効果的・効率的なやり方が生み出されている。
	ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が組織的に行われている。そして、その結果に基づいて、新規点・変更点など、設計誤りが多く発生すると予測される設計に対してDRを集中して行うことに関する方針・目標・方法の改善および新規点・変更点を識別する効果的な方法の開発がはかられている。結果として、その組織にあった効果的・効率的なやり方が生み出されている。


表・１　ＤＲ成熟度評価表（続き）
	評価

項目
成熟
度レベル
	７．顧客や後工程に与える影響が大きい設計は入念なDRを行う
	８．理解しやすいシンプルな設計にする
	９．試作品を用意する、３D－CADを使用するなどにより、設計を可視化する

	１
	顧客や後工程に与える影響が大きい設計は入念なDRを行うという考え方がなく、どの設計に対しても同じ内容のDRを行っている。
	理解しやすいシンプルな設計にして設計誤りを発見しやすくするという考えがなく、複雑で理解しにくい設計が多い。
	試作品を用意する、３D－CADを使用するなどにより設計を可視化するという考え方がなく、図面等のみを用いてDRを行っている。

	２
	顧客や後工程に与える影響が大きい設計は入念なDRを行うことがケースバイケースで行われており、部分的であるが成功例を得ている。
	理解しやすいシンプルな設計にして設計誤りを発見しやすくすることがケースバイケースで行われており、部分的であるが成功例を得ている。
	試作品を用意する、３D－CADを使用するなどにより設計を可視化することがケースバイケースで行われており、部分的であるが成功例を得ている。

	３
	どのような部分が顧客や後工程に大きな影響を与えるのか、どの部分に対して入念なDRを行うかについての方針・目標・方法が明確である。しかし、影響の大きな部分を特定するための効果的な方法の開発ができていないなどの理由によりこれが守られていないケースが見られる。ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が行われていない。
	どのように設計をシンプル化して設計誤りを発見しやすくするかについての方針・目標・方法が明確である。しかし、これが守られていないケースが見られる。ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が行われていない。
	設計に対してどのような可視化を行うかについての方針・目標・方法が明確である。しかし、効果的な可視化の方法が開発できていないなどの理由によりこれが守られていないケースが見られる。ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が行われていない。

	４
	どのような部分が顧客や後工程に大きな影響を与えるのか、どの部分に対して入念なDRを行うかについての方針・目標・方法が明確であり、その通り行われている。また、ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が始まっている。
	どのように設計をシンプル化して設計誤りを発見しやすくするかについての方針・目標・方法が明確であり、その通り行われている。また、ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が始まっている。
	設計に対してどのような可視化を行うかについての方針・目標・方法が明確であり、その通り行われている。また、ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が始まっている。

	５
	ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が組織的に行われている。そして、その結果に基づいて、顧客や後工程に与える影響が大きい設計は入念なDRを行うことに関する方針・目標・方法の改善および影響の大きな部分を特定するための効果的な方法の開発がはかられている。結果として、その組織にあった効果的・効率的なやり方が生み出されている。
	ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が組織的に行われている。そして、その結果に基づいて、理解しやすいシンプルな設計にして設計誤りを発見しやすくすることに関する方針・目標・方法の改善がはかられている。結果として、その組織にあった効果的・効率的なやり方が生み出されている。
	ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が組織的に行われている。そして、その結果に基づいて、設計を可視化することに関する方針・目標・方法の改善および効果的な可視化の方法の開発がはかられている。結果として、その組織にあった効果的・効率的なやり方が生み出されている。


表・１　ＤＲ成熟度評価表（続き）

	　　評価

　　項目
成熟

度レベル
	１０．過去に起きた事故・トラブルを収集・一般化したリストを活用する
	１１．FMEA等を活用し、設計を適切な大きさに分割して過去に起きた事故・トラブルを系統的に当てはめる
	１２．行うDRの内容に適したレビューアを選定し、最適なメンバーでＤＲを行う

	１
	過去に起きた事故・トラブルを収集・一般化したリストを活用するという考え方がなく、参加者の経験のみにたよってDRを行っている。
	FMEA等を活用し、設計を適切な大きさに分割して過去に起きた事故・トラブルを系統的に当てはめるという考え方がなく、設計をおおまかに捉えてDRを行っている。
	行うDRの内容に適したレビューアを選定し、最適なメンバーでDRを行うという考えがなく、問題を指摘できる人がＤＲに参加していない。

	２
	過去に起きた事故・トラブルを収集・一般化したリストを活用するということがケースバイケースで行われており、部分的であるが成功例を得ている。
	FMEA等を活用し、設計を適切な大きさに分割して過去に起きた事故・トラブルを系統的に当てはめるということがケースバイケースで行われており、部分的であるが成功例を得ている。
	行うDRの内容に適したレビューアを選定し、最適なメンバーでDRを行うことが、ケースバイケースで行われており、部分的であるが成功例を得ている。

	３
	過去に起きた事故・トラブルをどのように収集・一般化して活用するかについての方針・目標・方法が明確である。しかし、効果的な一般化ができていないなどの理由によりこれが守られていないケースが見られる。ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が行われていない。
	どのように設計を分割して過去に起きた事故・トラブルを系統的に当てはめるかについての方針・目標・方法が明確である。しかし、効果的な分解の方法が開発できていないなどの理由によりこれが守られていないケースが見られる。ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が行われていない。
	どのようにレビューアを選定し、最適なメンバーでDRを行うかについての方針・目標・方法が明確である。しかし、問題を指摘できる人が少ない、他の仕事の関係で参加できないなどの理由により、これが守られていないケースが見られる。ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が行われていない。

	４
	過去に起きた事故・トラブルをどのように収集・一般化して活用するかについての方針・目標・方法が明確であり、その通り行われている。また、ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が始まっている。
	どのように設計を分割して過去に起きた事故・トラブルを系統的に当てはめるかについての方針・目標・方法が明確であり、その通り行われている。また、ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が始まっている。
	どのようにレビューアを選定し、最適なメンバーでDRを行うかについての方針・目標・方法が明確であり、その通り行われている。また、ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が始まっている。

	５
	ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が組織的に行われている。そして、その結果に基づいて、過去に起きた事故・トラブルを収集・一般化したリストを活用することに関する方針・目標・方法の改善および効果的な一般化したリストの開発がはかられている。結果として、その組織にあった効果的・効率的なやり方が生み出されている。
	ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が組織的に行われている。そして、その結果に基づいて、FMEA等を活用し、設計を適切な大きさに分割して過去に起きた事故・トラブルを系統的に当てはめることに関する方針・目標・方法の改善および効果的な分割の方法の開発がはかられている。結果として、その組織にあった効果的・効率的なやり方が生み出されている。
	ねらいとする成果が得られていない部分についての把握や原因追及が組織的に行われている。そして、その結果に基づいて、行うDRの内容に適したレビューアを選定し、最適なメンバーでDRを行うことに関する方針・目標・方法の改善がはかられている。結果として、その組織にあった効果的・効率的なやり方が生み出されている。
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